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2026 年 7 月 9 日 

生産・保全の現場力を高め、モノづくりの未来を切り開く、101 の改善事例が集結！ 

第 54 回全国設備管理強調月間  

「改善事例発表大会 2026」７地域開催レポート 

 

はじめに ～「改善事例発表大会」とは～ 

「改善事例発表大会」は、公益社団法人日本プラントメンテナンス協会（以下、当会）が主催する、製造現場の改善

活動を発表・共有する全国規模の大会です。当会では、毎年６月を全国設備管理強調月間として定めており、その取り

組みの 1 つとして開催され、自主保全、DX 活用、安全・品質・コスト改善、からくり改善など、現場力向上につなが

る多様な事例が紹介されます。全国の製造現場で実践された取り組みが集まることで、企業の枠を超えた学びや交流の

機会となっています。2026 年度は、全国 7 地域で 79 社・101 事例が発表され、約 170 社・1,100 名に聴講いただきま

した。 

 

1 製造現場の“いま”を知り、ともに考え、行動につなげる大会に 

1.1 大会概要 

改善事例発表大会 2026（2026 年度 5 月・6 月開催）は、全国 7 地域※1 で開催され、

発表・参加企業は約 170 社、発表改善事例は 101 件となりました。登壇者による改善

成果の発表は、聴講者に学びと気づきを与え、新たな行動を促す機会となっています。 

本大会では、自主保全、製造現場でのデジタル活用（現場発信 DX）、環境対応など、

製造現場や設備管理上の課題解決に関する取り組みが発表されました。発表後には、

発表者と聴講者による交流会（一部地域を除く）や表彰式を開催し、企業の枠を超え

た情報交換や成果を共有しました。 

 

写真１ 活気あふれる発表会場 
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写真 2 各発表の後は活発な質疑応答    写真 3 感謝楯の授与と記念写真 

 

交流会では、発表時の質疑応答では聞ききれなかった点について、発表者と聴講者が

対面での質問や議論により理解を深め、活発な意見交換が行われました。企業間交流

のきっかけにもなっており、現場改善ノウハウの共有・活性化に寄与する企画として

好評を得ています。今後も、同じ悩みを共有し、より良い現場づくりに向けた交流の

場として、企業間の橋渡しの役割が期待されます。 

 

 

写真４ 発表事例ごとにブースを設け、発表者と参加者で活発な交流を展開 
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表彰式では、全国設備管理強調月間作品上位賞※2 ならびに本大会で選出された受賞事例※3

が表彰され、盛大に行われました。優秀な改善事例が表彰されることで、発表者・聴講者

の双方が、”どんな改善を目指すべきか”という方向性をつかむ重要な学びの場となります。

各地域の最優秀発表に贈られる「優秀改善賞」受賞事例は、10 月 21 日（名古屋）にて開

催の「優秀改善事例全国大会」※4 で発表いただき、「大会特別賞」受賞を目指します。 

 

写真５ 優秀改善事例全国大会 2025 で発表いただいた皆さん 

 

※１ 全国を、東北・北海道、関東、北陸、中部、関西、中国・四国、西日本の７地域に分けて開催 

※２ 全国設備管理強調月間にて募集したポスター、キャッチコピー、作文、現場が主役！みんなの自主保全部

門の中から選出された金賞、銀賞、銅賞の受賞者を改善事例発表大会にて表彰 

※３ 改善事例発表大会の各地域の結果は、専用サイトへ（https://info-jipm.jp/event/kaizen/kaizen_kekka_kako/） 

※４ 優秀改善事例全国大会の詳細は、専用サイトへ（https://info-jipm.jp/event/excellence/） 

 

1.2 開催スケジュール 

2026 年度は、下記のとおり全国 7 地域で開催しました。 

地域 開催日 開催会場 事例数 参加者数 

東北・北海道地域 6 月 19 日(金) 仙台市中小企業活性化センター（宮城県仙台市） 9 社 11 事例 １４５名 

関東地域 6 月 25 日(木) 曳舟文化センター（東京都墨田区） 10 社 14 事例 １４６名 

北陸地域 6 月 30 日(火) 富山国際会議場（富山県富山市） 5 社 6 事例 ７７名 

中部地域 5 月 22 日(金) ポートメッセなごや（愛知県名古屋市） 23 社 34 事例 ４７９名 

関西地域 6 月 12 日(金) 京都テルサ（京都府京都市） 10 社 12 事例 １１２名 

中国・四国地域 6 月 19 日(金) 広島県情報プラザ（広島県広島市） 12 社 14 事例 ９７名 

西日本地域 6 月 17 日(水) 海峡メッセ下関（山口県下関市） 10 社 10 事例 ８７名 

https://info-jipm.jp/event/kaizen/kaizen_kekka_kako/
https://info-jipm.jp/event/excellence/
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2 発表テーマからみる現場改善のトレンド 

2026 年度の発表では、デジタル活用、作業効率向上、安全対策、品質向上、コストダ

ウンなど、現場課題に即した幅広いテーマが取り上げられました。特に、製造現場発

信のデジタル活用、いわゆる「モノづくり現場発信 DX」は、今後さらに普及が期待

されます。 

一方で、からくり改善や自主保全といった、現場の知恵とくふうを活かした改善活動

も引き続き重要なテーマとなっています。この他、日々の仕事をより楽にするための

改善や、安心して作業できる職場づくり、改善活動を通じたやりがいや働きがいの向

上につながる取り組みなど、身近な課題を起点とした発表も見られました。 

これらの事例は、改善活動が高度な技術や大きな効果金額を伴うものだけではなく、

日常業務の中の課題を起点に始められることを示しています。こうした身近な改善と

デジタル技術の活用を含む多様な取り組みが、今後の日本の製造現場を支える力にな

るといえます。 

 

3 大会を通じて得られた成果 

  本大会は、現場改善に尽力されている方々へスポットライトを当てる場として、多く

の企業に活用されています。 

発表者にとっては、自らの活動を振り返り、改善成果を社外に発信する貴重な機会と

なります。また、聴講者にとっては、他社の実践事例から学び、自社の課題解決に活

かすヒントを得る場となっています。 

また、本大会では、受賞事例に限らず、各職場が抱える身近な課題に向き合った発表

からも多くの学びが得られました。実際に交流会では、受賞には至らなかった事例に

対しても、聴講者から「自社でも同じような課題に困っており、非常に参考になった」

「素晴らしい改善だった」といった声が発表者へ直接寄せられる場面がありました。

こうした声は、発表者にとって、自分たちの改善活動が他社の課題解決にも役立つこ

とを実感する機会となり、受賞の有無にかかわらず、参加する意義を感じられるもの

となっています。さらに、発表を通じて得られる共感や称賛は、改善活動に取り組む

方々のモチベーション向上や、職場のエンゲージメント向上にもつながっています。 

近年では多くの企業において人材不足が課題となるなか、日々現場で改善に取り組む

従業員の方々の努力を称え、エンゲージメント向上につなげる機会としても、本大会

は大きな意義を持っています。また、すべての大会で当会の河合会長(トヨタ自動車株

式会社 Advisor)によるビデオメッセージも上映し、発表企業への期待と、日本のモノ

づくりに携わる参加者へのエールをお伝えしました。「改善後は改善前。失敗を恐れず、

挑戦し続けることで、人は育ち、現場は強くなる」との言葉は、本大会を通じた学び

と挑戦の意義を改めて示すものとなりました。 
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4 優秀改善事例全国大会のご案内 

各地域の大会で最優秀発表に贈られる「優秀改善賞」を受賞した事例は、2026 年 10

月 21 日（水）に名古屋で開催される「優秀改善事例全国大会」にて発表されます。 

同大会では、全国 7 地域から選出された 25 事例が一堂に会し、各地域を代表する発表

企業が、改善活動の内容や成果、活動を通じて得られた気づきを共有します。 

全国の優秀事例を通じて、課題解決の考え方や改善活動を継続・発展させるヒントを

得ることができます。また、当日は各地域の代表事例から投票により「大会特別賞」

が選出される予定です。 

 

5 今後に向けて 

製造現場を取り巻く環境は、労働力不足、設備の老朽化、品質要求の高度化、環境対

応、デジタル技術の活用など、ますます複雑化しています。こうしたなかで、現場の

課題を自らみつけ、知恵とくふうによって解決していく改善活動の重要性は、今後さ

らに高まっていくと考えられます。また、改善活動は大きな成果や特別な取り組みに

限られるものではありません。日々の現場の気づきから生まれた小さなくふうや、身

近な困りごとの解決も、他社にとって大きな学びとなります。自身では小さい改善と

思っているような改善事例でも、他社にとっては大きな改善のヒントになり得ます。

これも本大会の重要な意義の一つです。 

当会では、2026 年 11 月に、次年度の改善事例発表大会をはじめとする全国設備管理

強調月間の各応募を公開する予定です。今後も本大会を通じて、現場改善ノウハウの

共有と企業間交流を促進し、製造現場のさらなる発展と現場力向上に貢献してまいり

ます。皆さまのご応募をお待ちしております。 


